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せる ， 巡戸I ・ 河川沿いに石炭需要工場が多数あるときは，陵十品

すると同時に解績を行う施設が必要である。この場合島式I皐頭

を設ける場合(東京差是州)と接岸岸壁の反対側岸壁を解僚とする

場合 (名古屋西臨港 ・ 図-6) とがある。

陸場港における貯炭は消費地における最大の供給源であるか

ら ， 相当容量の大きい貯炭場が必要てJある。(縄問功)

すいりよくじくうけ 推力軸受 (英) thrust bearing 機械

の車UIや心俸を支えている部分を刺l受という。 i制l受は回転する部

分の支持装置である

から特別な精進にし

なければならない。

第 l に回転iflh と刺l受

面との聞には勝綴熱

が発生するから，そ

の部分が焼きつく お

それがある。これを

防ぐためには潤i1tirli

占
。

を差すことが行われ 舵力軸受
(国鉄小千谷発電所主水車発電慢とる。湖沼池の給ìlll方
キン グスベリー型他力軸受. 扇形片

式にはいろいろある を半分取除いたところ.)

が， 大形の軸受ではポ γ プでìl~l mì由を循環させ，さらに制i受の

部分やil司 tftì由を水冷する方式がとられている。第 2 に制l と制l受

の聞の摩擦のために取hがす り滅るおそれがある。これを防く'た

め刺1受の表聞にはパ ピットメ タノレの ような柔らかい金属を強り，

この部分を減耗させて軸を保護する。

制1受を大別すると軸方向の力を受けるものと ， 刺lに直角な方

向を受けるものとがある。前者を ti主力制l受という。刺iが水平な

機械の勾合は，打主力取h i受は織械が左右にすべることを防ぐだけ

で よ いから，比較tFJ 1lîí単なものでよい。制lが垂直な機械の場合，

推力制受は刺i方向の動揺のほかに回転部分の全霊t立を支えなけ

ればならないから，構造の複雑な大形のものが必要となる。 jjJ;

力軸受は工作機械 電動機なと'回転制lのあるとこ ろにはすべて

用いられるが， ここでは発電般に用いられる大形のものについ

て説明する。

償制l発電機のHfi力車h受は前述の辺自で比較的簡単なものであ

る。軌の軸受聞にそう入される部分には，数個のつばがあり，

パピッ トメ タノレを破った刺l受蘭がこれをかかえている。軸受蘭

と軌との悶には潤滑油の薄いま くができて回転を内滑に してい

る。

たて刺l発電軽量の tittJ栴h受は， 回転部分の重量を支えるため大

型で，強固なものでなければならない。たとえば国鉄千手発電

所主水平発電繊の回転部分の重量は 400 t. 弱である。たて軸水

車発電軽量の封主力指h受にはスプ リ γ グiflh受と キングスベリ 一軸受

の 2 fi1lがある。

スプリ γ ク・iJhlI受は輪形の水平軸受簡を多数のスプ リングで支

えたもので， スプリ γグが常に回転の平均を保つ作用をする。

キングスベ リ一軸受は納受聞がパピッ ト メタノレを張った 6-

10 mlの扇形片に等分されている。おのおのの扇形片は回転方向

に少し傾くことができるように別々に支えられている。発電器量

回転部分の方は刺iにシャフ トカラー と称する鉄環を焼liめ， シ

ャフ ト カ ラーの下商に回転板( ラ γ ナー) をボル ト締めする。ラ

ンナーは軸受聞に接しており ， 回転部分全休がシャフ トカラー

でjl~h受間にぶら下ったような形で回転する。回転が始まると制l

受聞の扇形片が少し傾いて，その聞に潤滑油が入り . ì由ま く が

できて回転が円滑に行われる。軸受部分全体は油槽内に納めら

れ， 潤滑油はポ '/7.てe循環され浄化冷却される。また軸受槽内

に冷却水省を設け，冷却水が循環される。(:長岐靖隆)

すいり よく はってんしょ水力発電所 (英)hydrauric power 

plant 水のも っ ているエ平ノレギを， 後械的エネノレギに変えて

発電する設備。 一般に河川の流下水や73所湖沼の水を利用する

陸上水系のものをいい，海流 ・ 波浪または海水の干満による落

差を;fill )羽するものも水力の 1 種であるが， ここでは触れない。

1 発電所の出力

水力はあるf止の水が常にある高さから流 Fすることが必袈条

件で， 単位時間に流下する水量 Q (m'f秒)と流下する高さ，す

なわち有効落差 H (m) の相乗績となり，水車および発電僚の効

率をそれぞれれ，れとすれば

理論水力= 9.8 QH(KW)

発電所出力 =9.8九九QH (KW)

となる。発電所が利用する落差は取入 口と放水口との水位差て，

総務差というが，流水が取入口から水路 ・ 水槽 ・ 鉄管路 ・ 放水

路に至る間には水路の勾配や摩擦， 流水断面の変化，塵除絡子

(ちりよけこうし)その他のために落差において損失を生ずるの

で， この損失落差を総務差から差5 1いたもの，すなわち水車の

運転に利用されるものを有効務差とい う 。使用水量Qは河川の

流量によって変り ， 有効落差も使用水量によ って変化する。使

用水置を求めるには，日々変化する河川の流量を毎日測定して，

流況 Ilh線を作る。 すなわち横軸に l 年 365 日を，縦紛1に流量を

と っ て， 流量の大きいものからl順次に配列する。 流況曲線は発

電計画に際しては重要な もので，その流~によりまた年によっ

て変化があるので， 普通十数年間の記録から平均して作製する。

この illl線からまず常時使用水量は渇水量をとる。つぎに最大使

用水量はその選ひ.方によ っ て年開発生電力量および建設費が変

っ てくるから， 河川の有するエヰノレキ・の利用率， 負荷の特性，

潟水JUJにおける火力発電(または貯水池発電)による補給電力量

等も総合的に考慮して，もっと も経済的な点をとる必要がある。

2 発電方式

水力発電所は精進上分類すると ( 1 ) 水路式 (2) ダム式

(3) 貯水池(調盤i也)式 (4) 揚水式 となり，地勢 ・流量 ・負荷

状況 ・建設費その他総合的に考えて， もっとも有利な方式が選定
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